
小学校 第４学年 国語 １３（３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 調べたい月のもようの見え方と、調べ方を二段落構成で書く。 

 【出題の趣旨】 条件に沿って自分の考えを決め、情報の集め方を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

解答類型 

① 

正答 

 

２ 

段落が 

不適切 

３ 

 行数の過不足 

 形式不備 

４ 

 調べる方法 

 が不適切 

５ 

 内容・形式 

 が不十分 

６ 

無解答 

 

反応率 18.4％ 9.0％ 0.5％ 13.5％ 30.0％ 28.6％ 

○ 段落構成ができていない解答が多く見られた。 

○ 「調べる方法」の部分に、自分が選んだ「理由」を書いた誤答が多かった。 

 ○ 条件を正しく理解する力、段落を意識して記述する力に課題がある。 

 

 

 

 

 

○ 誤 答 分 析 

(3) 

次
の
【
ほ
か
の
国
で
想
像
さ
れ
て
い
る
、
月
の
も
よ
う
の
形
】
は
、
ほ
か
の
国
の
人
々

が
、
月
の
も
よ
う
を
見
て
想
像
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
、

ど
の
国
で
想
像
し
た
も
の
な
の
か
を
調
べ
る
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
の
形
に
つ
い
て
最

初
に
調
べ
た
い
で
す
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま
す
か
。
調
べ
た
い
形
を
一
つ

え
ら
ん
で
書
き
、
調
べ
る
方
法
を
、
あ
と
の
〈
注
意
〉
を
よ
く
読
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

         

〈
注
意
〉 

 

１ 

二
段
落
で
、
三
行
以
上
、
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

２ 

一
段
落
目
に
は
、【
ほ
か
の
国
で
想
像
さ
れ
て
い
る
、
月
の
も
よ
う
の
形
】
か
ら
、
あ

な
た
が
調
べ
た
い
月
の
も
よ
う
の
形
を
一
つ
書
く
こ
と
。 

３ 

二
段
落
目
に
は
、
調
べ
る
方
法
を
書
く
こ
と
。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ほかの国で想像されている、月のもようの形】 

調べてみよう！！ 
 

 このほかにも、月の

もようを、日本とちが

ういろいろなものや

形に想像した国がた

くさんあります。 

３行 ５行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
「書くこと」において、「推敲」する際の系統性を意識した指導（指導事項）（）（） 
【低学年】・文章を読み返す習慣をつけること。 

     ・間違いを正したり、語と語や文と文との続き方を確かめたりすること。 
【中学年】・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、 

      文や文章を整えること。 

【高学年】・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えること。 
 

段落を意識して書く指導 
○ 段落には、改行によって示されるいくつかの 
 文のまとまりである形式段落と、その形式段落 
 のいくつかが意味のつながりの上でひとまとま 
 りになった意味段落とがある。 
 
○ 内容のまとまりで段落をつくる。段落は始め 
 の一字分を下げて書き始める。 
  
○ 右図のように、段落に分かれていない文章と 
 段落に分けた文章を視覚的に比較して、気づい 
 たことを話し合わせるとよい。 
 

 ○ 「書くこと」の授業では、内容の中心が明確 
  か、内容のまとまりで段落が分かれているかな 
  ど、児童自身やペアで見合いながら、書いた文 
  章について振り返りをさせるとよい。 

 
条件に沿って書く指導 
○ 下記のような例題や県学調復習シート等を活用し、条件に合わせて文章を書かせる。 

  さらに書いた後、条件のとおりに書けているかを項目ごとにチェックさせるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 等 の 活 用 

【出典】 

平成２５年度

「３つの達成目

標検証問題」 

読む・書く小３                                                                                      



小学校 第５学年 国語 １６（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【問題の概要】 司会者の発言の効果として、適切なものを選択する。 

【問題の趣旨】 司会者の役割を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 
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田
中
さ
ん
の
学
校
で
は
、
地
域
で
働
い
て
い
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
パ
ン
職
人
の
山
口
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
前
に
質
問
す
る

内
容
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
話
し
合
い
の
様
子
】
と
【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
用
の
メ
モ
】
を
読
ん
で
、
あ

と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
用
の
メ
モ
は
紙
面
の
都
合
上
省
略
） 

【
話
し
合
い
の
様
子
】 

             

(2) 

こ
こ
ま
で
で
、
朝
は
何
時
か
ら
働
い
て
い
る
の
か
、
上
手
に
パ
ン
を
作
る
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
パ

ン
の
種
類
、
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。 

と
あ
り
ま
す
が
、
田
中
さ
ん
の
こ
の
発
言
に
は
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
り
ま
す
か
。
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

１ 

そ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
話
し
合
っ
た
内
容
を
理
解
し
や
す
く
し
て
い
る
。 

２ 

山
口
さ
ん
自
身
が
質
問
す
る
内
容
を
新
た
に
提
案
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
人
も
発
言
し
や
す
く
し
て
い
る
。 

３ 

前
回
の
話
し
合
い
で
あ
が
っ
た
意
見
を
確
認
し
、
話
し
合
い
の
中
心
と
な
る
内
容
を
確
か
め
て
い
る
。 

４ 

自
分
が
良
い
と
思
っ
た
意
見
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
思
い
通
り
の
方
向
に
す
す
め
て
い
る
。 

     

田
中 

… 
今
日
は
、
前
回
の
話
し
合
い
に
続
い
て
、
質
問
し
た
い
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
前
回
は
、

「
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
理
由
を
た
ず
ね
る
」
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ほ
か

に
は
あ
り
ま
す
か
。 

大
川 

… 

私
は
、
朝
は
何
時
か
ら
働
い
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
朝
学
校
に
行
く
と
き
、
パ
ン

屋
さ
ん
の
前
を
通
る
と
、
も
う
職
人
さ
ん
た
ち
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
い
る
の
を
見
か

け
る
か
ら
で
す
。 

北
島 

… 

い
い
で
す
ね
。
私
は
、
お
い
し
い
パ
ン
を
作
る
た
め
の
コ
ツ
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
も
ら
い
た
い

で
す
。 

小
林 

… 

せ
っ
か
く
パ
ン
屋
さ
ん
に
質
問
で
き
る
機
会
な
の
で
、
パ
ン
に
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
も

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

田
中 

… 

こ
こ
ま
で
で
、
朝
は
何
時
か
ら
働
い
て
い
る
の
か
、
上
手
に
パ
ン
を
作
る
た
め
に
気
を
付
け
る

こ
と
、
パ
ン
の
種
類
、
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 
 

 

～ 

話
し
合
い
は
続
く 

～ 

解答類型 ① 正答 ２ ３ ４ ０ 無解答 

反応率 43.4％ 7.5％ 14.2％ 4.9％ 30.0％ 

〇 ③については、話合いの最初に「前回の話合いに続いて…」という発言があることから、解答し

ていると考えられる。話合いの様子の内容理解が不十分であったのではないか。 

〇 無解答が 30％と選択式にしては高い。司会の役割について考える機会が少ないからではないか。 

○ 誤 答 分 析 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話合いのポイントを意識させて、共有化するための指導 

    ★低学年：互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐこと。 

    ★中学年：目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の 

         共通点や相違点に着目して、考えをまとめること。 

    

  

   【互いの立場を明確にする】 

   ○話題に対してどのような考えをもっているかを明らかにする。 

   ○異なる立場からの考えを聞く。 ○理由をたずねあう。 

  【意図を明確にする】 

   ○話合いを通して何を達成しようとするのかを明確にする。 

   ○どのように話し合うのか、方法を明確にする。○話合いの冒頭で意見を述べるなども重要。 

  【計画的に話し合う】 

   ○話合いの内容、順序、時間配分を事前に検討する。 

   ○意見を一つにまとめるのか、互いの考えを広げるためかなど、目的や方向性を検討する。 

  【考えを広げたりまとめたりする】 

   ○互いの意見の共通点、相違点、利点、問題点等をまとめる。 

   ○「～という意見もあったが」「～という考えもあるけれど」などの表現の活用。 

 

よい話合いのイメージを共有化するための指導 
 ①話合いのモデル（上記のポイントを意識）を作成し、共有化する。 

    ※モデル作成は学年の教員全員で作ることで、教師間の「よい話合い」のイメージの共有に

もつなげることができる。 

 ②子供たちの実際の話合いを記録（録音、録画、書き起こし等）して視覚化することにより、グ

ループ等で話合いの良かったところ、改善すべきところを検討させる。［継続的な実施］ 

〇 視覚化した【話合いの様子】についての検討 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

 

                              

【出典】  

復習シート                                                                  

５年生・国語 

レベル８                                  

話すこと・聞

くこと／書く

こと（平成28、

29 作成） 

２（１） 
 

２ 

次
の
【
話
し
合
い
の
一
部
】
は
、
「
ク
ラ

ス
の
中
を
も
っ
と
よ
く
し
よ
う
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
て
い
る
様
子

で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答

え
ま
し
ょ
う
。 

  
 

【
話
し
合
い
の
一
部
】
は
省
略 

  

（
１
） 

 

線
部
の
司
会
の
発
言
は
、
ど
の

よ
う
な
発
言
で
し
ょ
う
か
。
次
の
１
～
４

の
中
か
ら
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
一

つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

早
く
話
し
合
い
を
終
わ
ら
せ
る
た
め

に
み
ん
な
の
発
言
を
た
し
か
め
た
も
の
。 

 

２ 

司
会
者
が
自
分
の
や
り
た
い
遊
び
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
も
の
。 

 

３ 

た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
意
見
を
み
ん
な

が
忘
れ
な
い
よ
う
に
く
り
か
え
し
た
も

の
。 

４ 

出
さ
れ
た
意
見
を
、
内
容
に
よ
っ
て
整

理
し
、
考
え
や
す
く
し
た
も
の
。 

大川さんは、理由
をはっきりさせて
意見を発表できて
います。 

司会者の田中さん

は今日の話合いの

内容をはっきりさ

せています。 

この話合いではどの
ようなところがよか
ったでしょうか？ 

★高学年 よい話合いに必要なポイント 
 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 



小学校 第６学年 国語 １０（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問 題 概 要】 文中の空欄にあてはまる適切なことわざ・慣用句の一部を選択する。 

 【出題の趣旨】 ことわざ・慣用句の意味を理解し、適切に使う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

解答類型 ① 正答 ２ ３ ４ ０ 無解答 

反応率 57.1％ 4.2％ 34.7％ 3.3％ 0.7％ 

 

〇 正答率は 57.1％であり、４つの選択肢の中では選択された割合が最も高い。 

〇 誤答のうち、「油を注ぐ」と解答した割合が 34.7％と最も高く、次いで「油を焼く」が 4.2％、

「油をしぼる」が 3.3％となっている。 

〇 誤答の主な原因は、①そのことわざや慣用句自体を知らないこと、②ことわざや慣用句の意味

を正しく理解していないこと、③「用事のとちゅうなのに」という文脈を読み取っていないこと

が考えられる。誤答で一番多かった「油を注ぐ」を選択した理由としては、「油」という語句が含

まれることわざ・慣用句として理解していたものが「注ぐ」であり、文脈と慣用句の意味の整合

性は図らなかったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 

○ 誤 答 分 析 

10 

次
の
（１）
～
（４）
の 

文
の 

 
 

に
入
る 

 
 

も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
、
あ
と
の 

 
 

１
～
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
ま 

 
 

し
ょ
う
。 

 （2） 

用
事
の
と
ち
ゅ
う
な
の
に
、
友
達
の
家
で 

油
を 

 
 

 
 

 

。 

 

 

１ 

売
る 

 

２ 

焼
く 

 
 

３ 

注
ぐ 
 

４ 

し
ぼ
る 



 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

取り札（裏）  読み札 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活用の場面】                                                            

・ことわざ・慣用句に関する 

 知識を確認する場面 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【出典】復習シート                                                                  

６年生・国語 レベル６・７                                  

４言語事項 

（漢字や文法など） 
） 

この活動を通して、ことわざ（慣用句）の知識を増や
し、意味を正しく理解できるようにしましょう。児童の
実態やねらいに応じて、遊び方を工夫できます。 

こ
と
わ
ざ
と 

イ
ラ
ス
ト 

（
ま
た
は
画
像
） 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

ことわざや慣用句についての知識を増やすための指導    取り札（表） 

＜学習活動例＞ 〇ことわざ（慣用句）カルタを作ろう。 

 

 

 

 

 

ねらい 
ことわざに 

親しむ 

ことわざの 

意味を理解する 

ことわざの 

用法を理解する 

取り札 表 表 裏 

読み手 
ことわざを読み

上げる 

ことわざの意味

を読み上げる 

ことわざの意味

を読み上げる 

 
読み手がことわ

ざの意味を読む 

取り手がことわ

ざの用例を読む 

 

 
ことわざや慣用句の意味を理解し、適切に活用させるための指導 

＜学習活動例＞ 〇ことわざ（慣用句）劇を考え、クイズとして友だちに紹介しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜日常生活において＞  実感を伴ってことわざ・慣用句を理解し、活用する場を増やす。 

 

 

 

 ※ 故事成語や四字熟語など、ことわざや慣用句以外にも広げて活動することも考えられる。 

朝の会のスピーチで 

教室に掲示 日記を書く時に 

日記を書く時に 教室に掲示 

児童が動作化
した画像にす
ると、さらに
ことわざへの
理解が深まり
ます。 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

同じ意味をもつことわざに「河童の

川流れ」っていうのがあったよ。他

にもないか、本で調べて確認してみ

よう。 

どんな劇にしたら、「猿

も木から落ちる」の意味

がしっかり伝わるかな。 

 

こ
と
わ
ざ
の 

 

用
例 

 

こ
と
わ
ざ
と 

 

意
味 

この活動を通して、ことわざ（慣用句）の意味を理解し、適切に活用できるよう
にしましょう。ことわざの用例を参考にしながら劇を考えてクイズとして出題する
ことで、実感を伴ってことわざの意味を理解することができます。 

取り札（裏）  読み札 

（ 
 

）
に
同
じ
漢
字
を
当
て
は
め 

 
 

る
と
、
慣
用
句
や
こ
と
わ
ざ
に
な
り
ま

す
。
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
書
き
ま 

 
 

し
ょ
う
。 

 
 

 

・
（ 

 
 
 
 

）
を
は
さ
む 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
（ 

 
 
 
 

）
は
わ
ざ
わ
い
の
も
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・
開
い
た
（ 

 
 
 
 

）
が
ふ
さ
が
ら

な
い 

 ・
（ 

 
 
 
 

）
が
す
べ
る 

  
 

 



中学校 第１学年 国語 ９（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 文中にあてはまる適切な対義語を選択する。 

【出題の趣旨】 対義語を理解する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル 10－Ｃ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

解答類型 １ ２ ３ ④ 正答 ０ 無解答 その他 

反応率 11.4％ 46.9％ 6.0％ 34.8％ 0.9％ 0.0％ 

○正答率は３４．８％である。 

○誤答のうち、「退屈」と解答した割合が４６．９％と最も高く、次いで「困難」が１１．４％、「安

心」が６％となっている。 

○解答で最も多かった「退屈」という誤答の主な原因は、日常生活において、例えば、授業中などの

場面において、「（物事に）集中している状態」の反対の意味で「退屈している状態」と感覚でとら

えている生徒が多いことにある。日常的に用いている表現の中には、文脈としては反対の意味を表

していても、言葉を抜き出して比較してみると、その言葉自体が対義語の関係にならない表現もあ

る。言語に対する正誤・適否・美醜などについての感覚も大切にしつつ、言葉がもつ本来の意味を

正しく理解し、判断できるようにさせたい。 

○ 誤 答 分 析 

９ 

次
の
(１)
～
(３)
の
文
で
は
、（ 

 
 

）
の
中
の
１
～
４
の

ど
れ
が
最
も
適
切
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

  

(１) 

「
集
中
」
の
対
義
語
は
（ 

１ 

困
難 

 

２ 

退た
い

屈く
つ 

 

３ 

安
心 

 

４ 

分
散 

）
で
あ
る
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○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 類 似 問 題 

どのように 

１ 

次
の
文
で
は
、
（ 

 
 

）
の

中
の
１
～
４
の
ど
れ
が
最
も
適

切
で
す
か
。
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

  

(１) 

「
原
因
」
の
対
義
語
は 

（
１ 

理
由 

 

２ 

失
敗 

 

３ 

結
果 

 

４ 

敗
北
） 

で
あ
る
。 

 

語彙学習としての体系的な対義語の指導 

○対義語は、いくつかの種類に分類できることを押さえることで、体系的に指導することができる。

（例えば、「互いに補う関係」（「あたり」と「はずれ」など）、「状態の変化に関する関係」

（「結ぶ」と「ほどく」など）） 

 

上がると下がる 

入ると出る 

 

 

 

 

 

 

間違いやすい対義語で意味を正しく理解することを実感させる指導 

○「類似問題」（下記）のような間違いやすい対義語を取り扱うことで、日常生活に即して言葉の

意味を正しく理解することの重要性を実感させるようにする。 

違う視点（立場）から名付けられた

対義語には、どのようなものがある

でしょうか。 

この対義語はどんな関係になっ

ているでしょうか。 

売ると買う です。 

貸すと借りるです。 
逆の方向に移動する関係かな。 

「熱中」の対義語は、次のうちどれ

でしょうか。普段の生活を思い浮か

べて考えてみましょう。 

「野球に熱中した毎日」っ

て言うから、その反対と考

えると「平凡な毎日」。 

対義語は「平凡」かな。 

①平凡 ②退屈 

③夢中 ④寒中 

語彙の体系的な指導のために 

語彙のなかの一つに「対義語」があるということをふま

えることで、「対義語」だけを取りたてて指導したり、他

のものと組み合わせて指導したりすることもできる。 

 

類義語  対義語 

和語・漢語・外来語  同音異義語 

上位語・下位語  複合語 多義語 

接頭語・接尾語  など 

語彙 

参考 



中学校 第２学年 国語 １５（３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 質問したい内容を書き、その質問をしたい理由を、内容に触れて二段落構成で書く 

【出題の趣旨】 場面に即した適切な質問をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１０－Ｂ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

解答類型 
① 

 正答 

２ 

段落のみ 

３ 

形式 

４ 

敬体 

５ 

内容 

９ 

不十分 

０ 

無解答 

反応率 39.0％ 5.1％ 2.0％ 0.3％ 9.9％ 20.7％ 22.9％ 

○類型⑨の半数は理由が示せなかった。また、類型②の段落分けをしていない生徒も、質問だけで

理由を示せていない。 

○誤答の中では、無解答の生徒が一番多かった。自分の考えを書き表す学習活動をする必要がある。 

○条件作文などの学習を計画し、書く学習の機会を意図的に増やす必要がある。 

○ 誤 答 分 析 

(3) 

岡
田
さ
ん
と
山
口
さ
ん
に
続
い
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、 

あ
な
た
が
田
中
さ
ん
に
質
問
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
い
で
す
か
。【
田
中
さ
ん
の 

ポ
ス
タ
ー
】
や
【
発
表
場
面
の
一
部
】
の
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
あ
と
の
条
件
１
～
条
件
３
に
し
た
が 

っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
、
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し 

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

  
 

条
件
１ 

二
段
落
構
成
で
、
六
行
以
上
、
八
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 
 

条
件
２ 

一
段
落
目
に
は
、
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
岡
田
さ
ん
と
山
口
さ
ん
に
続
け
て
質 

問
し
た
い
こ
と
を
、
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

 
 

条
件
３ 

二
段
落
目
に
は
、
そ
の
質
問
を
し
た
理
由
を
、
【
田
中
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
】
や
【
発
表
場
面
の 

一
部
】
の
内
容
に
触
れ
て
書
く
こ
と
。 



話を聞き、話題に沿って適切に質問する力をつける活動 
〈学習活動例〉 

○１年スピーチをする：部活動を紹介しよう 

 

 

 

 

 

     

 

 

※ 指導のポイント 話す側は、相手意識をもち、聞く側は、目的をもって聞くようにします。 

 
根拠を明確にして、話したり、書いたりする力をつける活動 

○全教科を通して、自分の考えを話したり、書いたりするときは、理由や根拠を明確にします。 

 自分の考え「わたしは、～と思います。」 

 理由・根拠「なぜなら、～だからです。」 

〈学習活動例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今度の大会は、１年生も出場するのですか？ 

【出典】復習シート                                                                   
令和元年度 
第２学年 
「書くこと」 
レベル９～１１ 

２ 

あ
な
た
の
ク
ラ
ス
で
学
校
図
書
館
の
利

用
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
次
の
二
つ
の

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
二
つ
の
案
の
う
ち
、

一
つ
に
し
ぼ
っ
て
取
組
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
意
見
が
よ
り
よ
い

と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
対
場
を
明
ら

か
に
し
て
、
そ
の
理
由
を
あ
と
の
条
件 

１
か
ら
条
件
３
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ

い
。
な
お
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い

と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
、
行
間
に

加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

 案
① 

ク
ラ
ス
の
中
で
お
す
す
め
の
本
を 

 
 

 
 
 

 
 

紹
介
す
る 

案
② 

読
ん
だ
本
の
数
を
競
う
コ
ン
テ
ス

ト
を
す
る 

条
件
１ 

二
段
落
構
成
で
、
六
行
以
上
九
行

以
内
で
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

一
段
落
目
に
は
、
よ
り
よ
い
と
思

う
意
見
を
、
案①

と
案②

か
ら
選
び
一
つ

書
く
こ
と
。 

条
件
３ 

二
段
落
目
に
は
、
そ
う
考
え
る
理

由
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

部活動に入部して、最初の大会は、５月１５日にあります。３年生は最後の大会です。

その日のために、部員は一生懸命練習をしています。・・・ 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 今度の体育祭では、クラス

の絆が深まりました。 

 理由は・・・ 

どのようなところに力を入れて、練習をしたのですか？ 

 彼は、正直に伝えよ

うとしたと思います。 

 なぜなら・・・ 

国語科で学習し

たことを、国語

の時間だけでな

く、全ての教科

等で指導するカ

リキュラム・マ

ネジメントの視

点が大切です。 

スピーチを聞いて、もっとくわしく知りたいと思ったことを質問しましょう。 

体育祭の振り返りを

書いてみましょう。 

この時の、主人公の

気持ちは？ 

道徳科で 学級活動で 



中学校 第３学年 国語  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 【問 題 内 容】 漢文中の指示語の内容を選択する。 

 【作成の趣旨】 漢文中の指示語の内容を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 １ ２ ３ ④ 正答 

反応率 9.6％ 10.7 14.7% 64.3% 

○ 正答率は 64.3％であり、およそ三分の一の生徒が誤答を選んでいる。 

○ 誤答のうち「3 李の木」が誤答全体の 14.7％と最も多く、次いで「2 他の子どもたち」が 10.7％、

「1王戎」が 9.6％である。これらの誤答の主な原因は、文章の話の流れ（文脈）と内容の理解が十

分でないこと考えられる。誤答の傾向として、直前にきていることばを指示する語の内容と読み違え

ている場合と、動作主として読み違えた場合とがあることが推察される。 

 この問題のように、歴史的な知識を手掛かりに内容を正しく読みとることは、教科横断的な資質・

能力として今日的に重視されており、確実に定着させたい。 

 

 

        

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８-A 
 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

 
七
歳
の
王お

う

戎
じ
ゅ
う

が
他
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
実
を
つ
け
た

李
す
も
も

の
木
が
道
ば
た
に
あ
る
の
を
見
つ
け

た
。 

 

諸
児
競
ひ
走
り
て
之 こ

れ

を
取
る
に
、
唯 た

だ

戎
の
み
動
か
ず
。
①

人
問

之
。
答
へ
て
曰
く
、「
樹
、
道
辺
に
在
り
て
子 み

多
し
。
此 こ

れ

必
ず
や
苦

き
李
な
ら
ん
」
と
。
②

之
を
取
る
に

信
ま
こ
と

に
然 し

か

り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
世せ

説せ
つ

新し
ん

語ご

』
に
よ
る
。) 

 12 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

（2） 

②

之 

は
何
を
指
し
ま
す
か
。
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

王
戎 

２ 

他
の
子
ど
も
た
ち 

３ 

李
の
木 

４ 

李
の
実 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春
眠
暁
を
覚
え
ず
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
？ 

」
こ
れ
は
？ 

                                

 
多様な読み方を通して、漢文への理解を深めさせる指導 
 
① 多様な読み方で、漢文に親しむ。 

 追い読み、一斉読み、一文読み、分担読み、 

 唇読等のねらいを定め、目的意識をもたせて、 

 音読させる。 

 

②漢文の中の動作や指示する語句について発問し、 

 漢文の内容理解につなげる話合い活動をさせる。 

（右の「過ちて…」） 

 
③「フラッシュカード」の要領で訓読文を書き下 
 し文にして音読する。慣れてきたら、生徒同士 
 で行う。間違えたところや苦手なところを指摘 
 し合うなど、学び合い活動につなげる。  
 
 

日常生活で、漢文の学習を生かす指導 

 

【系統的指導】（小学校で学んだ「論語」や「故事成語」等の内容を例に） 

 生徒が「論語」や「故事成語」等の場面を表した日めくりカレンダーなどをつくる。 

例 「友達に嫌がらせをしている絵」を日めくりカレンダーなどの表面に書く。 

  →「己の欲せざるところ、人に施すことなかれ」を裏面や、表面の下部等に書く。 

 

 

【出典】 

復習シート

（H28・29 作成）        

中学校３年生 

国語 ７（３）                                                                      

②の例 ③の例 

今日のカレンダーの

絵を漢文で表すと？ 

己の欲せざるところ、

人に施すことなかれ 

１日 

過
ち
て
改
め
ざ
る
、 

是
れ 

を
過
ち
と
謂
ふ
。 

  
 
 

是
れ 

「
過
ち
て
改
め
ざ
る
」 

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

…
 


